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表1土壌硬度（質入抵抗）と移植精度
1　は　じ　め　に

現在の稲作経営は，年々所得が減少し厳しさを増してい

る。このため，生産コストを大幅に減らすことのできる低

コスト技術の開発が望まれており，湛水土壌中直捕栽培等

と並ぶ低コスト技術の一つとして不耕起機械移植栽培が注

目されている。このことから，著者らは水稲の不耕起機械

移植栽培について検討を行っているところであるが，復元

田における不耕起移植栽培について一応の成果を得たので

報告する。

2　試　験　方　法

山形農試最北支場内の復元田を用いて不緋起機械移植栽

培試験を行った。土壌は，表層多腐植質多湿黒ポク土の壌

土である。

前作は大豆で，畦が高いためレーキにより畦を崩す程度

の簡単な整地を行った。移植10日前に水を入れ，移植には

K社製の歩行型4粂田植機を用いた。

表層施肥となることから，肥料の流亡が予想されたため，

元肥には，緩効性肥料（LP苦土安2号）を用いた。

移植後，移植精度の調査を行い，枯椿などの手直しを行

うことなく，その後の生育について調査を行った。

3　試験結果及び考察

（1）土壌硬度と移植精度

復元田のはかに．土壌硬度（貴人抵抗）の異なるA，B

2区の連作田についても不排起区を設け，土壌硬度と移植

精度の調査を行った。

移植は入水後10日目に行った。この時の土壌硬度（買入

抵抗）及び移植精度は表1に示すとおりであった。

復元田における移植精度は86％で連作田の不耕起区を上

回った。復元田では土壌の粘りが低いため．苗を抱え込む

力が弱いものの，前作の大豆畦を崩し整地したことがプラ

スに働いたものと思われる。

また，土壌硬度が低いほど移植精度は高まる傾向にある

が，圃場表面の凹凸が移植精度に大きく影響を及ぼすもの

と思われる。

圃 場
移 植時 の
貰 入抵 抗

（k g ／cd ）

移　 植　 精　 度 （％ ）

良　　 や や良　 や や不 良　 不 良

A 圃場 1．4 0 5 2　　　 18　　　 15　　　 15

B 圃場 1．0 6 5 9　　　 2 1　　 1 1　　　 9

復 元 田 0．6 6 6 5　　　　 2 1　　　　 5　　　　 9

注．移廊精度：良」」やや旦」とやや不良＿＿壷不良一欠株

（2）生育経過

移植精度の調査終了後，補値などの手直しをせずに，そ

の後の生育について調査・検討を行った。移植後の生育経

過は図1に示すとおりであった。
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移植後6月20日までの茎数の増加は．不耕起区が3．7倍，

慣行区が3．1倍で不耕起区が優った。慣行区がやや深水と

なったことともあるが，不耕起区は欠株が目立ったものの

表土は比較的軟らかく表層施肥の効果もあり活着が良く初

期の生育も良好であったものと考えられる。

6月20日以降，最高分げっ期までの生育は，慣行区では

急激に茎数が増加し，過剰生育ぎみとなった。耕起にとも

なう乾土効果が高く，地力窒素の発現が多いため窒素吸収

量が多くなったためとと考えれる。これに対し，不耕起区では

乾土効果が低く．過剰な窒素供給がないため急激な茎数増

加がなく適正な範囲内の生育であったものと考えられる。

表2は生育初期の椴の調査を行った結果である。不耕起

区は慣行に比べ，根長が短く根数が多い。また，分岐根の
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蓑2　生育初期（6月20日）の根の生育状況

区
根　 数　　 総根長　 平均 椴長　 最 長頼長

（本）　　 （cm）　　 （cm ）　　 （cm ）

慣　 行 126　　 1，053．7　　　 8．36　　　 20．8

不耕起 130　　　　 658．6　　　 5．07　　　 14．4

発生が多いことも観察されている。不排起栽培では，土壌

硬度の硬いことが物理的なストレスとなり根の伸長が抑え

られ∴発根数が増加するものと考えられる。

前年．早坂ら日が連作田での不耕起移植栽培について検

討を行っているが，穂揃期の調査では，下層の根の分布は

逆に不耕起区の方が多いとの結果を得ている。

初期には土壌硬度が硬くスムーズに伸長できなかった椴

が．土壌硬度が軟らかくなるにつれて物理的なストレスか

ら徐々に解放され，また耕起・代かきした場合よりも透水

性が良く根への酸素の供給も良いことから，初期の発芽数

が多いこともあり生育中期には逆に不耕起区の根の乾物垂

が重くなるものと思われる。6月20日以降から急激に分げ

っが盛んになり，図2のように生育中期には窒素吸収量も

逆転し図3に示すように後半の窒素吸収割合が高くなる要

因となっているものと推察される。

表3　成熟期調査結果及び収量構成
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図2　稲体窒素吸収量の推移
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（3）成熟期及び収量調査結果

成熟期及び収量調査の結果は表3に示すとおりであった。

復元田の慣行N－6区ではポ当り穂数が530本・d当り

着拉致46，600と多く，生育過剰で倒伏したが，不耕起N－

項　 目
梓　 長　　 穂　 長

題 当姦　 豆 粒 蒙　 題 当姦　 豊 熟 歩 合　 千 位 垂 a 当 り
収 量

区　 名 （cm ）　　 （CⅡl） （本 ）　　 （拉 ）　 （× 10 0 校 ）　 （％ ）　　 （g ） （k g ）

連 作 田 慣　 行 N － 6 8 1．7　　　 18．4 4 3 9 ．0　　　 7 4．6　　　　 3 2 7．5　　　　 7 2．1　　　 2 2．2 5 3 ．9

不 耕起 N － 6 7 9．7　　　 18．8 3 6 5 ．6　　　　 7 8．3　　　　 28 6 ．3　　　　 7 6．6　　　　 2 2．3 5 3 ．6

復元 田 慣　 行 N ， 6 9 1．1　　　 】8．9 5 3 0 ．2　　　 8 7 ．9　　　　 4 66 ．0　　　 5 3 ．1　　　 2 1．6 5 4 ．7

不 耕起 N － 0 7 3 ．4　　　 17．9 3 19 ．2　　　 7 7．3　　　 24 5．7　　　 8 6．6　　　　 2 2．0 4 7 ．0

不 耕起 N － 6 8 3 ．3　　　 18．9 3 9 2 ，5　　　　 78 ．9　　　　 3 09 ．7　　　 8 2．2　　　　 2 1．7 5 6 ．5

6区は生育が適正な範囲内にあり倒伏はなかった。

慣行N－6区では生育過剰により倒伏し，豊熟歩合が大

幅に低下したが，不耕起N－6区では豊熟歩合が高くa当

り56．5kgと慣行区を上回る収量が得られた。全生育期間を

通じて適正な生育畠の範囲にあったこと，窒素吸収バター

ンからみて後半の窒素吸収割合が多かったことが豊熟歩合

の増加に対しプラスに働いたものと考えられる。

4　ま　　と　　め

一般に，水田は転作することにより土壌の無機化がすす

み，復元初年目に慣行並の施肥を行うと過剰生育となり有

効茎歩合の低下・倒伏・品質の低下が問題となる。このた

め土佐に応じて滅肥などの対策が必要となるが，大豆作後

の復元田における不耕起栽培では慣行の施肥島内であれば

過剰生育は回避され，後半の凋落もなく，慣行並あるいは

それ以上の収量を確保することが可能であると考えられる。

このことから復元田における不耕起機械移植栽培は低コス

ト・多収技術として期待できるものであった。

ただし．移植精度を確保する上からいくつかの条件が必

要と考えられる。特に，凹凸の激しい圃場では何らかの方

法により整地する必要がある。また，水を入れた後速やか

に土壌硬度が低下するような圃場が望ましい。
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